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第２次大船渡市子どもの読書活動推進計画(素案)の概要 

 

第１章 基本的な考え方 

１ 計画改定の趣旨 

 ・ 平成 28 年(2016 年)策定「大船渡市子どもの読書活動推進計画」→令和２年度(2020 年)終了 

 ・ 児童・生徒アンケート結果 → 高学年ほど読書時間は減少傾向 

 ・ 市立図書館から小・中学校への団体貸出 → 増加傾向 

 ・ 本市における子どもの読書活動推進の指針 

 

４ 計画の期間  令和３年度～７年度(５年間) 

５ 「子ども」の定義  本市に在住する乳幼児、児童・生徒等、「おおむね18歳までの者」 

 

第２章 子どもの読書活動の意義 

１ 子どもの読書活動の意義 

  子どもの読書活動の推進に関する法律第２条・基本理念 

    子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの 

 

２ 子どもの発達段階(年齢)と読書活動 

  発達段階(年齢)に応じて、継続的にその習慣を身に付けることが重要 

   乳幼児期・小学生(低学年～高学年)・中学生・高校生 

     周囲の適切な支援が重要 → 本に親しむ習慣 

 

第３章 本市における現状と課題 

１ 児童・生徒アンケート調査 

 〔対象期間〕令和２年８月(夏休みを中心)の読書について、令和２年 12 月～令和３年１月調査 

 ⑴ １か月に１冊以上本を読んだ児童・生徒の割合 

   小学生   → ほぼすべての児童が読書 

   中学生以上 → 割合が低下   ※中学２年生……県平均を約５ポイント下回る 

                    高校２年生……「不読書」生徒４割 

 ⑵ １か月に１冊以上本を読んだ児童・生徒の１人平均読書冊数 

   高学年になるほど減少 

     年代によって読む本の内容、ページ数などにも変化 

     部活動やインターネット利用(視聴)など → 読書以外に費やす時間が増加 

     各学年とも県平均に比べると「読書冊数は少ない」 

 ⑶ 読書についての子どもの意識 

   「大切だと思う」「どちらかというと大切」 → すべての学年で 90％超 

   「どちらかというと大切でない」「大切でない」 → 年齢が上がるにつれて増加 

                             特に中学２年生では 6.6％ 

 ⑷ 子どもが普段の生活で時間をかけていること(複数回答) 

   年齢上昇 → 読書時間減少 

     活動の広がり、パソコンやスマートフォンなどの活用 

 

２ 学校図書館等の状況 

 ⑴ 小・中学校及び高等学校の蔵書状況 

   学校図書館蔵書数  16 校中 11 校(68.8％)で国の標準冊数超え 

     蔵書中、年数経過、修繕困難、内容(情報)が古い → 適切な除籍(廃棄)必要 

 ⑵ 小・中学校図書購入費の推移 

   図書購入費(新刊)は、児童・生徒数の減少 → 小・中学校ともに減少傾向 

 ⑶ 図書支援活動地域ボランティア 

   小・中学校図書館で図書の整理や修繕・除籍(廃棄)等の支援 → 継続的配置希望 
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３ 市立図書館の蔵書・利用状況等 

 ⑴ 総蔵書数及び児童書数の推移 

   総蔵書数……おおむね毎年 3,000 冊前後の増加(増加率２％前後) 

   小学生以下向けの「児童書」……48,105 冊(30.8%) 

                   岩手県内の市立図書館 33 館平均 28.6％ 

 ⑵ 図書購入費の推移 

   近年の図書購入額 約 170 円/人(人口比)  岩手県内の市立図書館 33 館平均 157.1 円/人 

 ⑶ 市立図書館の「延べ貸出者数」及び「延べ貸出冊数」の推移(平成 27～令和元/４年間) 

   延べ貸出者数(元年度) 21,077 人 (県内の市立図書館 33 館平均 28,723 人) 

         (推 移) ▲ 5,397 人(▲20.4％)  年平均▲1,349 人(▲5.1％) 

   延べ貸出冊数(元年度) 100,103 冊 (県内の市立図書館 33 館平均 111,723 冊) 

         (推 移) ▲30,172 冊(▲23.2％)  年平均▲7,543 冊(▲5.8％) 

   総 人 口(元年度) 35,471 人 

         (推 移) ▲ 2,696 人(▲ 7.1％)  年平均▲  674 人(▲1.8％) 

 

４ 前計画で設定した指標の到達状況 

 ⑴ 成果指標  読書への意識や読書量 → 前回調査(平成 27 年度)より数値的には上昇 

 ⑵ 事業指標  学校図書館の蔵書数  → 中学校で標準を下回った学校が多い 

                        学校統合に向けた計画的な除籍 

         市立図書館の蔵書数  → 毎年 3,000 冊前後の増加 

 

５ データ等から見える課題 

 ⑴ 読書に関心を持たせ習慣づけること 

  ① 幼少期からの保護者や読書ボランティア団体による読み聞かせ 

  ② 小学校(特に低学年)段階での保護者も含めた家族内読書 

  ③ 学校における教職員からのアドバイス(本の紹介) 

  ④ 学校での読書イベントにおける、児童・生徒相互の本の紹介意見・感想発表 

  ⑤ 時宜に即した企画 

  ⑥ 読書時間の確保 

 ⑵ 学校図書館における読書環境の充実 

  ① 継続的な新刊購入及び適切な除籍(廃棄) 

  ② 教職員や図書支援活動地域ボランティアによる館内環境の改善(蔵書整理を含む) 

 ⑶ 市立図書館における利用促進の働きかけ 

  ① 継続的な新刊購入及び適切な除籍(廃棄) 

  ② 図書(館)情報の周知(学校・こども園等を含む) 

  ③ 移動図書館「かもしか号」の利用促進 

 

第４章 基本的な方針と取組(家庭・地域・学校等の役割と取組) 

 推進法第２条・基本理念 

    すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことがで

きるよう、積極的にそのための環境整備を推進 → 家庭、地域、学校等 

 

１ 子どもが本に親しむ環境づくり 

 ⑴ 子どもの周囲の大人の役割 

   保護者や学校、読書ボランティアなどの役割が重要 

     ・ 子どもが興味を持つような本の紹介 

     ・ 自らが体験した読書の魅力を伝え、読書へ導く 

 ⑵ 発達段階(年齢)に応じた読書環境の構築 

  ① 人的環境  家庭・地域・学校など周囲からのさまざまな働きかけ 

  ② 物的環境  さまざまな分野から本を選択 

          学校図書館及び市立図書館における蔵書の充実や施設・設備等の整備 
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２ 家庭・地域・学校等の連携・協力 

 ⑴ 「地域学校協働活動」及び「教育振興運動」と連動した取組 

 ⑵ 読書の感動や楽しさを共有する取組 

  ・ 心を揺り動かされた本との出会いは貴重な体験 

  ・ 感動や楽しさを子ども同士又は保護者や周囲の大人と共有 

 

３ 学校図書館及び市立図書館における魅力ある図書の提供 

  ・ 学校図書館・市立図書館・移動図書館「かもしか号」の利用 

  ・ 新刊・「普遍的な価値を持つ本」や興味を抱くような本 → 蔵書の充実 

  ・ 適正な蔵書管理 → 除籍(廃棄)又は買替え 

  ・ 校内読書関連行事における児童・生徒による図書・感想紹介 

  ・ 市立図書館の企画展示や「おはなし会」など 

 

４ 家庭・地域・学校等における役割と取組 (省略) 

 

５ 読書活動推進の中核となる蔵書及び施設の充実 

 ⑴ 学校図書館の充実 
  ① 「学校図書館図書標準」に基づく蔵書数の確保及び図書資料の適正な更新 

      ※ 標準冊数の維持にとらわれず、適正な除籍を行う。 

  ② 市立図書館との連携による児童・生徒への図書提供 

  ③ 市内の読書ボランティアの協力による読み聞かせの実施・拡充 

  ④ 児童・生徒による自主的な「図書委員会」活動に対する指導・助言 

 ⑵ 市立図書館の充実 

  ① 移動図書館車「かもしか号」巡回 → 小･中学校、こども園・保育園等 

  ② 読書ボランティア → 「おはなし会」等の拡充 

  ③ 子ども向け図書の企画展示 

  ④ 市広報紙、ホームページ、ＳＮＳなどを活用した読書推進情報の発信 

 ⑶ 関係機関との連携・協力及び推進体制の整備・充実 

  ① 読書ボランティア等との連携 

  ② 公的関係機関、「読書週間」等の全国的・全県的な取組との連携 

  ③ 市立図書館との読書推進に関する情報共有など 

 

６ 計画の目標 

 ⑴ 子どもの読書への意識及び読書状況  小学２・５年生、中学２年生へのアンケート予定 

  ①読書の重要性   ②読書者の割合   ③読書冊数 

 ⑵ 市民１人あたりの図書貸出冊数(市立図書館) 

 ⑶ 市立図書館蔵書数 

 

７ 計画の推進体制 

  毎年の目標到達状況を把握 → 図書館協議会において評価・検証 → 結果の公表 

 

 □ 参考資料 □ 

  図書選定基準(全国学校図書館協議会) 

  学校図書館図書廃棄規準(全国学校図書館協議会) 

  大船渡市立図書館資料収集方針 

  大船渡市立図書館資料除籍基準 

  子どもの読書活動推進に関する取組……学校・こども園等・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体・市立図書館の事業 
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□ 第２次大船渡市子ども読書活動推進計画改定案の現行計画との比較 □ 

⑴ 表示項目 

【現行計画】(平成 28 年３月策定) 【第２次計画・案】(令和３年３月策定見込み) 
第１章 計画の基本的な考え方 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置付け 

３ 計画の期間等 

第１章 基本的な考え方 

１ 計画改定の趣旨 

２ 国・県の動向 

 ⑴ 関係法令 

 ⑵ 国の計画 

 ⑶ 岩手県の計画 

３ 計画の位置付け 

４ 計画の期間 

５ 「子ども」の定義 

第２章 子どもの読書活動の意義と本市の現状 

１ 子どもの読書活動の意義 

 ⑴ これからの時代に求められる国語力、言語力と読

書活動 

 ⑵ 子どもの発達段階と読書活動 

２ 国及び県の動向 

 ⑴ 国の動向 

 ⑵ 県の動向 

３ 本市の現状と課題 

 ⑴ 「大船渡市子ども読書活動推進プラン」策定に係

るアンケート調査 

  ① 小学生・中学生の状況 

   ア １か月で１冊以上本を読んだ児童生徒の割合 

   イ １か月で１冊以上本を読んだ児童生徒の読書

量(１人平均冊数) 

  ② 小学５年生、中学２年生の読書冊数対県比較 

   ア １か月で１冊以上本を読んだ児童生徒の割合 

   イ １か月で１冊以上本を読んだ児童生徒の１人平

均の読書冊数 

  ③ 子どもの読書についての意識(学５年生、中学２

年生) 

  ④ 課題 

 ⑵ 市立小中学校の現状 

  ① 学校図書館の蔵書の状況(平成 25 年度) 

 ⑶ 大船渡市立図書館の現状 

  ① 児童書の蔵書の現状 

 

 

第２章 子どもの読書活動の意義 

１ 子どもの読書活動の意義 

２ 子どもの発達段階(年齢)と読書活動 

 ⑴ 乳幼児期 

 ⑵ 小学生 

 ⑶ 中学生・高校生 

 

第３章 本市における現状と課題 

１ 子どもの読書状況に関するアンケート調査 

 ⑴ １か月に１冊以上本を読んだ児童・生徒の割合 

 ⑵ １か月に１冊以上本を読んだ児童・生徒の１人平均読

書冊数 

 ⑶ 読書についての子どもの意識 

 ⑷ 子どもが普段の生活で時間をかけていること 

２ 学校図書館の蔵書状況等 

 ⑴ 小・中学校及び高等学校の蔵書状況 

 ⑵ 小・中学校図書購入費の推移 

 ⑶ 小・中学校「図書支援活動地域ボランティア」の配置状

況 

 ⑷ こども園・保育園等の蔵書状況 

３ 市立図書館の蔵書・利用状況等 

 ⑴ 総蔵書数及び児童書数の推移 

 ⑵ 図書購入費の推移 

 ⑶ 市立図書館の「延べ貸出者数」及び「延べ貸出冊数」

の推移 

４ 前計画で設定した指標の到達状況 

 ⑴ 成果指標 

 ⑵ 事業指標 

５ データ等から見える課題 

 ⑴ 読書に関心を持たせ習慣づけること 

 ⑵ 学校図書館における読書環境の充実 

 ⑶ 市立図書館における利用促進の働きかけ 
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第３章 子どもの読書活動の推進における基本的な考

え方 

１ 子どもが本に親しむ環境づくり 

 ⑴ 大人の責任と自覚 

 ⑵ 発達段階の応じた読書環境の整備 

 ⑶ 子どもの読書活動に関する普及・奨励 

２ 家庭、地域、学校等が連携協力した取組の推進 

 ⑴ 教育振興運動と連動した取組 

 ⑵ 読書の感動や楽しさを共有する取組 

 

第４章 子どもの読書活動の推進における市の取組の

方向性 

１ 読書活動推進の中核となる施設の整備・充実 

 ⑴ 学校図書館の充実 

 ⑵ 市立図書館の充実 

２ 家庭、地域、学校等における読書活動の推進 

 ⑴ 家庭における取組の推進 

 ⑵ 地域における取組の推進 

 ⑶ 学校等における取組の推進 

３ 関係機関等との連携協力及び推進体制の整備・充

実 

 ⑴ 関係機関等との連携・協力 

 ⑵ 推進体制の整備・充実 

 ⑶ 子どもの読書活動の普及・奨励分野における連

携・協力 

４ 計画指標 

 ＜成果指標＞ 

  ① 「本を読むのが好き」と答えた児童・生徒数の割

合 

  ② 「読書は大切だ」と答えた児童・生徒の割合 

  ③ １か月に１冊以上本を読んだ児童生徒の割合 

  ④ １か月に読んだ本の冊数 

  ⑤ 「市読書感想文コンクール」に取り組む学校等

の割合 

 ＜事業指標＞ 

  ① 市立図書館蔵書冊数 

  ② 学校図書標準を満たす蔵書を有する学校の割

合 

 

 

第４章 基本的な方針と取組(家庭・地域・学校等の役割と取

組) 

１ 子どもが本に親しむ環境づくり 

 (1) こどもの周囲の大人の役割 

 ⑵ 発達段階に応じた読書環境の構築 

２ 家庭・地域・学校等の連携・協力 

 ⑴ 「地域学校協働活動」及び「教育振興運動」と連動した

取組 

 ⑵ 読書の感動や楽しさを共有する取組 

３ 学校図書館及び市立図書館における魅力ある図書の提

供 

４ 家庭・地域・学校等における役割と取組 

      ※「表」による表示 

５ 読書活動推進の中核となる蔵書及び施設の充実 

 ⑴ 学校図書館の充実 

 ⑵ 市立図書館の充実 

 ⑶ 関係機関との連携・協力及び推進体制の整備・充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 計画の目標 

 ⑴ 子どもの読書への意識及び読書状況 

  ① 読書の重要性(「読書は大切だ」「どちらかといえば大

切だ」と答えた割合) 

  ② 読書者の割合(１か月に１冊以上の読書) 

  ③ 読書冊数(１か月に読んだ本の１人あたり冊数)合 

 ⑵ 市民 1 人あたりの図書貸出冊数 

 ⑶ 市立図書館蔵書数 

 

７ 計画目標の到達状況の確認及び推進体制 

 

参考資料 

  図書選定基準(全国学校図書館協議会) 

  学校図書館図書廃棄規準(全国学校図書館協議会) 

  大船渡市立図書館資料収集方針 

  大船渡市立図書館資料除籍基準 

  子どもの読書活動推進に関する取り組み(令和２年度実

施事業から)  小学校･中学校･高等学校･こども園等･読書

ボランティア団体･市立図書館 
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⑵ 取組の重点 
【現行計画】 【第２次計画・案】 

第４章 子どもの読書活動の推進における市の取組の方

向性 

１ 読書活動推進の中核となる施設の整備・充実 

 ⑴ 学校図書館の充実 

  【取組の重点】 

  ① 学校図書館図書標準に基づく図書整備率の向上

と適正な更新 

  ② 学校図書館と地域の読書ボランティアの連携の推

進 

  ③ 図書委員会活動等に関する支援・指導の充実 

  ④ 学校図書館資料の確保と市立図書館と連携した

児童生徒への資料提供 

  ⑤ 学校図書館運営計画、学校読書指導計画等の充

実 

 

 

 ⑵ 市立図書館の充実 

  【取組の重点】 

  ① より多くの子どもたちや保護者が図書館サービス

を利用できる環境づくり 

  ② 小・中学校をはじめ、保育園、こども園、放課後児

童クラブ、高等学校を対象とした読書活動推進のた

めのサービスの充実 

  ③ 学校や地域の読書ボランティアの把握と専門的な

視点からの活動支援 

  ④ 研修の受講や業務を通じた研鑚などによる図書

館職員の資質の向上 

 

第４章 基本的な方針と取組(家庭・地域・学校等の役割

と取組) 

５ 読書活動推進の中核となる蔵書及び施設の充実 

 ⑴ 学校図書館の充実 

  【取組の重点】 

  ① 「学校図書館図書標準」に基づく蔵書数の確保及

び図書資料の適正な更新 

  ② 市立図書館との連携による児童・生徒への図書提

供 

  ③ 市内の読書ボランティアの協力による読み聞かせ

の実施・拡充 

  ④ 児童・生徒による自主的な「図書委員会」活動に

対する指導・助言 

  ⑤ 教職員の読書及び学校図書館利用並びに図書

館運営に関する研修の実施 

 

 ⑵ 市立図書館の充実 

  【取組の重点】 

  ① 移動図書館「かもしか号」巡回による小・中学校こ

ども園・保育園等への図書の貸出し 

  ② 読書ボランティアの協力による「おはなし会」等の

拡充 

  ③ 子ども向け図書の企画展示 

  ④ 外部研修の受講や日常業務を通じた図書館職員

としての資質の向上 

  ⑤ 市広報紙・、ホームページ、ツィッター、小・中学校

向け「図書館だより」及び館内チラシのほか、「地域

のきずなネットワーク(校内・園内連絡網)や地元メデ

ィア、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

を活用した読書推進に関する情報発信 

 

 ⑶ 関係機関との連携・協力及び推進体制の整備・充

実 

  【取組の重点】 

  ① 読書ボランティア等との連携の推進 

  ② 公的関係機関との連携協力のほか、「読書週間」

等の全国的・全県的な取組との連携 

  ③ 学校、こども園等と市立図書館との読書推進に関

する情報共有や意見交換の推進並びに担当教職員

の研修機会の拡充 

 

 








































































































